女性研究者の研究支援の一考察 by 湯舟 邦子 et al.
昭和大学保健医療学雑誌第 10号 2012
E霊童画
女性研究者の研究支援の一考察
湯舟邦子、上田邦枝、小野塚夢乃、松井真弓、石原 昌
昭和大学保健医療学部看護学科
要 ヒ＝，田
文部科学省において、 2006年度～2010年度に実施した第3期科学技術基本計画環境整備事業の科
学技術システム改革で、個々の人材が、活きる環境形成として女性研究者の活躍促進に取り組んでい
る。しかし、採用率は伸び悩み、第3期科学技術基本計画に記された女性研究者採用目標には到達し
ていないのが現状である。そこで、女性研究者の負担となっているものを解明し、負担軽減の支援
を考え直すことが重要課題ではないかと考え、女性研究者の意識の把握を試みたので報告する。今
回の対象は、朝早くから夕方まで臨地実習指導に時間を費やし、実習内容によっては、不定期に臨
地実習に出向かなければならない立場にあり、もっとも研究者として過酷な状況にある看護系大学
に勤務する教育研究職の女性を対象とした。女性研究者は、研究に対して必要不可欠であり、自分
を成長させてくれるものと価値を見出している。しかし、研究と家庭の両立は難しいと感じたり、
後ろめたさを感じながら研究を続けているのが実際で、研究者である自分でありながら、女性とし
ての役割に対して否定的な意識を持っている。女性研究者と取り巻く人達が否定的な意識を持つこ
となく、研究を継続できる施設、組織作りの充実のために、女性研究者と取り巻く人達の実態調査
と実態に合わせた意識改革が重要である。
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緒 E
日本では研究者における女性の割合は、 13%
(2008年）に留まり、とりわけ学術分野における
男女共同参画が先進諸国のなかでも最低位国に
ランクされている I）。このような状況下の日本で
は、女性研究者が出産、子育て期にキャリアアッ
プを断念せざるえない現状を改善するための支援
策が早急に求められている 2）。文部科学省でも、
2006年度～2010年度に実施した第3期科学技術
基本計画環境整備事業の科学技術システム改革
で、個々の人材が活きる環境形成として女性研究
者の活躍促進に取り組んで、いる。その中では、出
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産－育児期の女性の負担軽減を主たる目的として
2009年度までに1機関あたり l億2千万円を助成
している。しかし、巨額の資金を投じて研究室と
自宅とで会議のできるシステムを導入しでも採用
率は伸び悩み、第3期科学技術基本計画に記され
た女性研究者採用目標には到達していないのが現
状である。そこで、女性研究者の負担となってい
るものを解明し、負担軽減の支援を考え直すこと
が重要課題ではないかと考え、女性研究者の意識
の把握を試みたので報告する。今回の対象は、朝
早くから夕方まで臨地実習指導に時間を費やし、
実習内容によっては、不定期に臨地実習に出向か
なければならない立場にあり、もっとも研究者と
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して過酷な状況にある看護系大学に勤務する教育
研究職の女性を対象とした。
方法
1 対象
本研究の対象者は看護系大学に勤務する教育研
究職の女性234名で、平均年齢は41.8歳、平均在
職年数4.1年であった。また、対象者の既婚率は
63.2%であった。
2 自記式質問票調査
本研究で使用した自記式質問調査票の内容等は
以下に示とおりであった。
1)質問内容
①職場に関する項目 （9項目）
－研究室はプライパシーが守られる環境であ
る
・職場から支払われる研究費には性差がある
．結婚や妊娠を申し入れられることのできる
環境である
－研究への支援には性差がある
－大学に女性研究者への研究支援の人材や組
織がある
－女性研究者が共同研究するためのプロジ、エ
クトが存在する
－女性研究者としての権利を主張できる環境
である
－女性としての役割と研究の両立についてい
つでも相談できる窓口がある
②家庭関する項目（8項目）
－研究に集中できる人的な支援が整っている
．研究に対して家人は理解がある
－研究をするためには自分の余暇の時間を使
用する
－研究に集中するために育児や家事を手伝っ
てくれる人がいる
－研究をする上で家庭との両立は大変むずか
しい
－家庭から文献検索できる環境がある
－家庭での役割を十分に果たしていない後ろ
めたさカfある
－女性が第一線で研究者として成長するには
社会的なサポー トが不足している
③研究に関する項目（7項目）
－自分の興味ある研究に前向きに打ち込んで、
いる
－研究を行わなければならないのはス トレス
である
－学会や研究会に発表することは研究者とし
て必要で、ある
－教育者の責務として研究は必要不可欠であ
る
－研究を行うことで自分自身も成長できる
．女性としての今後に不安を感じる
－女性研究者として今後も成長していきたい
2）回答方式
4件法（非常にそう思う・そう思う ・ある程度
そう思う ・そう思わない）
3.解析方法
1）データの妥当性の検討・
得られた結果の検討にあたり、まず、用いるデー
タの妥当性をKMO（カイザ ・ー マイヤー －オル
キン）および、Bartletの検定を用いて調べた。
2）因子分析（主因子法・斜交回転）
女性研究者の職業および研究に取り組む意識の
構造を把握することを目的として探索的因子分析
を行った。使用した因子分析法は主因子法で、抽
出には斜交回転のひとつであるプロマックス法で
あった。 背景にある潜在意識を把握した。
3）内的整合性の検討
因子を構成する各項目についてクロンパックの
α係数を算出して内的整合性を検討した。
結果
表2で判断値をみるとデータの妥当性は担保さ
れていると判断できる。
検討の結果、因子抽出数は5つが妥当であると
判断された。そこで、因子数を5として再解析し
た。その結果（主因子法斜交回転）は表3に示し
た通りである。
まず、因子分析を行い5因子を抽出した。また、
? ??
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表1 対象者の属性
年 齢 41.8±9.3（範囲 26～67)
在職年数 4.1±4.5 （範囲 O～26)
婚姻状況 既婚63.2% 未婚35.9%
表2 KMOおよびBartletの検定
Kaiser Meyer-Olkinの標本妥当性
の測度
Bartlettの球面性検定近似カイ2乗
自由度
有意確率
.700 
1184.430 
210 
.000 
目安 － ・ KMO （カイザー ・マイヤー・オルキン）の妥当性の
目安 0.5以上
・Bartlet （パートレット） の球面検定
有意性は5%未満（HOが棄却されること）
プロマックス回転後の結果を表3に示した。各項
目について因子負荷量0.3以上に着目すると複数
の因子に重複するものはなかった。また、因子負
荷量もほぼ0.4以上の値を示していた。 因子を
構成する各項目についてクロンパックのα係数を
算出して内的整合性を検討した。なお、符号が逆
転している項目は－1を乗じて符号を整えて分析
した。因子1はα＝0.826、因子2はO目733、因子3
は0.734、因子4は0.804、および因子5は0.616と
いずれも値が高かった。そこで、これら各項目の
得点を加算して、下位尺度得点（Fsl～ Fs5）とし
た。
各因子得点（Fsl～ Fs5）間および経験年数・大
学職員の経験年数・在職年数の関連の検討
各国子得点（Fsl～ Fs5）間および経験年数 ・
大学職員の経験年数 ・在職年数の関連について
Pearsonの相関係数をもとめて検討した。その結
果を表4に示した。
既婚・未婚別の下位尺度得点（Fsl～ Fs5）の比
較
既婚・未婚別の下位尺度得点、（Fsl～ Fs5）をt
検定により比較した。その結果は表5に示した。
既婚・未婚の婚姻状況によって下位尺度得点に統
計学的有意差は認められなかった。
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考察
因子負荷量0.3以上の項目について、「教育者の
責務として研究は必要不可欠である」「研究を行
うことで自分も成長できる」を含む『研究者意識』、
「研究をする上で家庭との両立は難しい」「家庭で
の役割を十分果たしていない後ろめたさがあるJ
を含む『女性としての立場の難しさJ、「女性とし
ての役割と研究の両立についていつも相談できる
窓口があるJ「大学に女性研究者への研究支援の
人材や組織がある」を含む『職場の研究環境J、「育
児休暇がとれる環境である」 「研究に集中するた
めに育児や家事を手伝ってくれる人がいるJを含
む『妊娠、出産、育児期の問題』、マイナス因子
として「職場から支払われる研究費に性差があるJ
「研究への支援には性差があるjを含む『研究支援
体制jの5つに因子で構成されていた。以上のよ
うに抽出された5つの因子について含まれている
項目に基づき解釈した。
女性研究者は、研究に対して必要不可欠で、あり、
自分を成長させてくれるものと価値を見出してい
る。しかし、研究と家庭の両立は難しいと感じた
り、後ろめたさを感じながら研究を続けているの
が実際で、研究者である自分、女性としての役割
に対して否定的な意識を持っている。職場に相談
窓口があること、育児時間がとれる環境であるこ
と、さらに、育児や家事を手伝ってくれる人が存
在するということが、研究に集中できるという意
識を高める要因となっている。斎藤3）が、女性研
究者のキャリア形成において、必要なことは、子
育て支援、勤務環境、生涯教育の支援と述べるよ
うに、子育てにかかる時聞が捻出できる支援、勤
務環境の整備のために、施設完備、人的サポート
がうけられる組織づくりは重要であるが、後ろめ
たさなどの否定的な意識を持たずにすむような、
環境作りも重要であると考えられる。そのために
は、職場にいる男性研究者、未婚の女性研究者な
ど、育児中の女性研究者の環境を想像しにくい
人々の意識改革の必要性があると感じる。しかし、
育児中の女性研究者を取り巻く人々がどのような
意識をもってその女性研究者にかかわっているの
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表3 因子抽出法 主因子法 －回転法： Kaiser の正規化を伴うプ口マックス法
教育者の責務として研究は必要不可欠である
研究を行うことで自分自身も成長できる
学会や研究会に発表することは研究者として必要である
女性研究者として今後も成長していきたい
自分の興味ある研究に前向きに打ち込んでいる
研究をする上で家庭との両立は大変むずかしい
女性としての今後に不安を感じる
家庭での役割を十分に果たしていない後ろめたさがある
女性が第一線で研究者として成長するには社会的なサポー トが不足している
研究を行わなければならないのはストレスである
女性としての役割と研究の両立についていつでも相談できる窓口がある
大学に女性研究者への研究支援の人材や組織がある
女性研究者が共同研究するためのプロジェクトが存在する
女性研究者としての権利を主張できる環境である
結婚や妊娠を申し出ることのできる環境である
育児休暇がとれる環境である
研究に集中するために育児や家事を手伝ってくれる人がいる
職場から支払われる研究費に性差がある
研究に対して家人は理解がある
研究への支援には性差がある
研究に集中できる人的な支援が整っている
表4 相関係数
因
Fl F2 F3 
.904 
.898 
.769 
.692 
.370 
.739 
.693 
.667 
.505 
.481 
.800 
.718 
.581 
.532 
子
F4 F5 
.852 
.635 
.625 
.526 
.443 
.443 
.435 
Fsl Fs2 Fs3 Fs4 Fs5 臨床経験 看護系大学教員 在職年数
の年数 の経験年数
Fsl 
Pearsonの
.005 .224(**) .312(**) 相関係数 .103 
.068 一.079 .036 
有意確率
.946 .004 .191 .000 .387 .318 .653 
（両側）
Fs2 
Pearsonの
.005 一.168(*) .159(*) 相関係数 一.036 一.037 .074 .060 
有意確率
.946 .651 .638 .033 .044 .348 .450 
（両側）
Fs3 
Pearsonの
.224(**) .036 .175(*) .253(**) 
相関係数
.079 一.040 -.008 
有意確率
.004 .651 .026 .001 .317 .614 .922 
（両側）
Fs4 
Pearsonの
.103 .037 目175(*) .172(*) 
相関係数
.148 .000 .143 
有意確率
.191 .638 .026 .060 .997 .029 .069 （両側）
Fs5 
Pearson Oコ
.312（キ） .168（ネ） .253（＊ネ）
相関係数
.148 .095 -.127 .095 
有意確率
.000 .033 .001 .060 .228 .107 .229 （両側）
臨床経験 Pearsonの
.068 .159(*) .079 .000 .095 ー.045 .083 の年数 相関係数
有意確率
.387 .044 .317 .997 .228 .571 .296 （両側｜）
看護系大
学山教員の Pearsonの .079 .074 ー.040 .172(*) 一.127 一.045 1 .676(**) 
経験年数 相関係数
有意確率
.318 .348 .614 .029 .107 .571 .000 （両側）
在職年数 Pearson 0コ
相関係数
.036 .060 一.008 -.143 .095 083 .676(**) 
有意確率
.653 .450 .922 .069 ー229 .296 .000 （両側）
＊ 相関係数は 1%水準で有意 （両側｜）です。
キ 相関係数は 5%水準で有意（両側J)です。
1.00 リストごと N=162 -32-
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表5 グループ統計量
既婚、未婚別 N 平均値 標準偏差 平均値の標準誤差
Fsl 既 女普 129 9.34 3.181 .280 
来 t吾 76 9.25 2.852 .327 
Fs2 既 婚 130 12.91 3.068 .269 
未 主昏 57 13.28 3.069 .407 
Fs3 既 婚 128 13.43 2.684 .237 
未 t昏 74 12.78 2.859 .332 
Fs4 既 虫骨 140 5.10 1.952 .165 
未 婚 76 4.62 1.689 .194 
Fs5 既 員昏 127 10.42 2.688 .239 
未 婚 53 10.75 2.549 .350 
年齢 既 婚 140 42.643 8.7302 .7378 
来 立骨 77 40.662 10.0781 1.1485 
すべて有意差なし
か明確でない。施設や制度の整備は重要であるが、
女性研究者を取り巻く人達がどのような意識でか
かわっているのかのという実態の把握や否定的な
意識に関しての改革をすることが今後取り組みに
は必要で、あると考える。
事d』
言問
女性研究者と取り巻く人達が否定的な意識を持
つことなく、研究を継続できる施設、組織作りの
充実のために、女性研究者と取り巻く人達の実態
調査と実態に合わせた意識改革が重要である。
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One consideration of the study to support woman researchers 
Kuniko YUBUNE, Kunie UEDA, Yumeno ONODUKA, 
Mayumi MA TUI, Masami ISIHARA 
Department of Nursing, School of Nursing and Rehabilitation Sciences, Showa University 
Abstract 
I wrestle for the activity promotion of the woman researcher as the environmental formation 
that the technology system reform of the third technology basic plan environmental service 
that I carried out in Ministry of Education, Culture, Sports, Science and Technology for from 
2006 to 2010 gives life to an individual talented person. However, the adoption rate fails to rise, 
and it is the present conditions not to arrive at the woman researcher adoption target written 
down for the third technology basic plan. Therefore, I elucidate a thing burdening the woman 
researcher and think that it is an important issue to reconsider support of the burden reduction 
and report it because I tried grasp of the consciousness of the woman researchers. 
This object spent time on go to the actual place training instruction early in the morning 
until the evening and, depending on training contents, was in position that must go to go to the 
actual place irregularly and intended for the woman of the education researcher who worked 
in the nursing system university in the situation that was the most severe as a researcher. 
I am essential, and the woman researcher finds value for a study that I bring oneself up. 
However, a study and the domestic coexistence are di伍cult.While I fel, and there is oneself 
who it is a fact to continue studying while feeling guilty conscience, and is a researcher, I 
have negative consciousness for the role as the woman. The consciousness reform that I put 
together is important to fact finding and the actual situation of people surrounding it with 
a woman researcher for the institution which can continue a study, the enhancement of the 
making of organization without a sex researcher and people to gather around having negative 
consciousness. 
Key Words : woman researcher 
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